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親子で献血会場に訪れる方も

献血にご協力を

さ
ぁ
腕
ま
く
り
し
て

あ
な
た
の
善
意
で
人
助
け

夏
の
暑
い
時
期
や
冬
の
寒
い
時
期
は
、
献
血
す

る
方
も
減
り
、
血
液
が
不
足
し
が
ち
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
血
液
を
必
要
と
し
て
い
る
方
は
、
一
年

を
通
じ
て
大
勢
い
ま
す
。
献
血
は
、
比
較
的
手
軽

に
始
め
ら
れ
る
一
種
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
さ
ぁ
、

あ
な
た
も
腕
ま
く
り
し
て
献
血
会
場
へ
。

人
の
血
液
は
、
体
重
の
お
よ
そ

十
三
分
の
一
。
体
中
に
酸
素
や
栄

養
素
な
ど
を
運
搬
し
、
病
原
体
の

侵
入
・
増
殖
を
防
ぐ
な
ど
、
と
て

も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
け
が
な
ど
で
全

血
液
の
三
分
の
一
を
失
う
と
生
命

に
危
険
を
及
ぼ
し
、
出
血
性
シ
ョ

ッ
ク
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。医

学
の
進
ん
だ
現
代
で
も
、
血

液
を
人
工
的
に
作
る
こ
と
も
、
長

期
間
保
存
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ

ん
。
常
に
誰
か
の
献
血
が
必
要
な

の
で
す
。

あ
な
た
の
献
血
で
、
病
気
や
け

が
で
苦
し
ん
で
い
る
人
だ
け
で
な

く
、
そ
の
家
族
や
友
人
の
笑
顔
ま

で
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
献
血

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

献
血
に
は
、
四
〇
〇
ミ
リ
リ
ッ

ト
ル
献
血
、
二
〇
〇
ミ
リ
リ
ッ
ト

ル
献
血
、
成
分
献
血
が
あ
り
ま
す
。

四
〇
〇
・
二
〇
〇
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル

献
血
は
、
血
液
中
の
全
成
分
を
献

血
す
る
方
法
で
す
。
一
方
、
成
分

献
血
は
特
定
の
成
分
だ
け
を
採
血

し
、
回
復
に
時
間
の
か
か
る
赤
血

球
は
体
内
に
戻
す
方
法
で
、
体
へ

の
負
担
も
軽
く
て
済
み
ま
す
。

市
内
で
の
献
血
日
程
は
、
広
報

な
が
れ
や
ま
一
日
号
三
面
な
ど
で

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

柏
市
に
常
設
の
献
血
ル
ー
ム
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

【
柏
そ
ご
う
献
血
ル
ー
ム
】

▽
場
所
＝
柏
そ
ご
う
タ
ワ
ー
館

５
階
▽
受
付
時
間
＝
10
時
〜
13

時
、
14
時
〜
17
時
30
分
▽
休

日
＝
火
曜
▽
電
話
番
号
＝
67
―

８

０
５
０

献
血
を
し
た
方
に
は
、
全
員
に

血
液
型
の
ほ
か
、
生
化
学
検
査
の

結
果
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
成
分

献
血
・
四
〇
〇
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献

血
に
協
力
し
た
方
に
は
、
血
球
計

数
検
査
の
結
果
も
合
わ
せ
て
送
ら

れ
ま
す
。

生
化
学
検
査
の
結
果
通
知
に

は
、
肝
機
能
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
、
Ａ
Ｓ
Ｔ
、

γ
―

Ｇ
Ｔ
Ｐ
）
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
値
な
ど
七
項
目
、
血
球
計
数
検

査
の
結
果
通
知
に
は
、
赤
血
球
数

や
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
量
な
ど
八
項
目

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

記
さ
れ
て
い
る
標
準
値
は
、
正

常
・
異
常
を
表
す
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
健
康
状
態
を
把
握
す

る
際
の
参
考
に
な
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
継
続
的
に
推
移
を
見
る
こ
と

で
健
康
管
理
に
も
役
立
ち
ま
す
。

ま
た
、
受
け
付
け
時
に
Ｂ
・
Ｃ

型
肝
炎
検
査
、
梅
毒
検
査
、
Ｈ
Ｔ

Ｌ
Ｖ
―

Ｉ
抗
体
検
査
の
結
果
通
知

を
希
望
し
た
方
に
は
、
異
常
が
あ

っ
た
場
合
に
通
知
さ
れ
ま
す
。

問い合わせ

保健センター
�５４－０３３１

Ｑ1 病気をうつされたりしない？
献血に使用する針などは、すべて滅菌済みの新品で、一人ごとに交

換しますので、感染する心配はありません。

Ｑ2 献血後、すぐには普段の生活に戻れないのでは？
献血で採血するくらいの量であれば、車の運転や軽いスポーツもさ

しつえかえありません。成分献血であれば、体への負担はさらに少な
くて済みます。

Ｑ3 献血をして具合が悪くなったりしない？
献血後も献血前とほとんど変わらない健康状態でなければなりませ

ん。そのため、献血前に比重検査や問診、血圧測定などを行います。ま
た、年齢等により採血量や採血回数などを決めています。

Ｑ4 なぜ、200ıØ献血ではなく400ıØ献血を勧めるの？
血液は、たとえ血液型が同じでも微妙に異なっているため、複数の

献血者の血液を一人の患者に輸血すると、発熱・発疹などの副作用が
出る可能性が高くなります。より少ない人数での輸血を可能にし、安
全性を向上できる400�献血の協力をお願いしています。

Ｑ5 すごく時間がかかるのでは？
200�献血、400�献血とも、約10分程度で済みます。成分献血の場合

は、40分～１時間位かかる場合があります。

献
血
に
来
て
い
た

内
田
晶
子
さ
ん

（
鰭
ケ
崎
在
住
）

学
校
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
て
い
た

献
血
車
で
友
だ
ち
と
献
血
し
た
の
が

最
初
で
す
。
血
液
は
健
康
な
ら
ば
、

体
の
中
で
ま
た
、
す
ぐ
に
作
ら
れ
る

も
の
だ
か
ら
、
必
要
な
人
に
使
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
自
分
が

必
要
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
輸
血
し

て
も
ら
う
わ
け
で
す
し
、
お
互
い
さ

ま
で
す
。

血
液
の
役
割

献
血
の
種
類

献
血
で
健
康
管
理

７月は「愛の血液助け合い運動」月間。献血

についてもっと知ってもらい、より多くの方に

献血をしてもらおうと、キャンペーンを実施し

ます。

詳細は、保健センターへ問い合わせを。

期　日 ７月28日�

時　間 10：00～11：15、12：30～16：00

場　所 PAT流山店（向小金）

内　容 献血の受け付け、啓発活動

献血できる方 16歳～69歳の健康な方（ただ

し、65歳以上の方は60歳から64歳ま

でに献血経験がある方）※献血手帳

がある方は持参

※７月７日にも献血を実施します（３面参照）

28日に啓発キャンペーンを展開
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第25回

流山花火大会
（主催　流山花火大会実行委員会）

期　日 ７月28日�

（雨天･荒天の場合は８月４日に順延）

時　間 午後７時15分～

場　所 江戸川堤（流山１～３丁目地先）

※流山駅､平和台駅下車徒歩約５分

□問市商工会�58－６１１１

オ
ウ
ム
真
理
教
信
者
の
申
請
を
拒
否
し

拠
点
施
設
化
を
阻
止
し
ま
す

市
で
は
、「
オ
ウ
ム
真
理
教

（
ア
レ
フ
に
改
称
）
対
策
本
部
」

を
五
月
二
十
三
日
に
設
置
し
、

転
入
・
転
居
届
の
不
受
理
、
公

共
施
設
の
貸
し
出
し
の
不
許
可

を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
後
オ
ウ
ム
真
理

教
の
活
動
拠
点
と
さ
せ
な
い
た

め
、
新
た
に
「
建
築
確
認
申
請
」

「
開
発
行
為
許
可
申
請
」「
土
地

区
画
整
理
法
に
定
め
る
建
築
行

為
に
関
す
る
許
可
申
請
」「
農
地

転
用
許
可
申
請
」
に
つ
い
て
も

不
受
理
の
措
置
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
広
域
的
な
オ
ウ
ム
真

理
教
対
策
の
展
開
を
図
る
た
め
、

六
市
二
町
で
構
成
す
る
東
葛
地

域
オ
ウ
ム
真
理
教
対
策
会
議
や

オ
ウ
ム
真
理
教
対
策
関
係
市
町

村
連
絡
会
へ
の
加
入
、
県
市
長

会
・
町
村
長
会
の
連
名
に
よ
る

要
望
等
を
県
知
事
に
行
っ
て
い

ま
す
。

引
き
続
き
、「
オ
ウ
ム
真
理
教
」

に
関
す
る
情
報
の
積
極
的
な
提

供
を
お
願
い
し
ま
す
。

□問
生
活
安
全
課
�
50
―

６
０

７
８

六
月
一
日
か
ら
開
か
れ
て
い
た
六

月
定
例
市
議
会
は
、
六
月
十
六
日
に

最
終
日
を
迎
え
、
当
初
提
案
さ
れ
た

補
正
予
算
や
条
例
の
一
部
改
正
な
ど

七
議
案
と
追
加
提
案
さ
れ
た
監
査
委

員
の
選
任
に
つ
い
て
の
一
議
案
を
、

す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
・
同
意
し
、

閉
会
し
ま
し
た
。

〈
関
連
記
事
を
４
面
に
掲
載
〉

8議案を原案どおり
可決・同意し閉会

6月定例市議会

さ
ぁ
腕
ま
く
り
し
て

あ
な
た
の
善
意
で
人
助
け
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不
法
投
棄
の
�
ご
み
�
で
い
っ
ぱ
い
の
回
収
車
両

許
す
な
　
不
法
投
棄

パ
ト
ロ
ー
ル
と
撤
去
回
収
で
対
応

！

ま
ち
の
環
境
美
化
の
徹
底
を
図
る
た
め
、
市
で
は
、
委

託
に
よ
る
不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル
と
撤
去
回
収
事
業
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
各
自
治
会
の
推
薦
を
受
け
た
環
境
美
化
推

進
員
の
方
々
に
監
視
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
市
民
生
活
機

動
班
に
よ
る
不
法
投
棄
の
撤
去
回
収
作
業
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
今
年
度
か
ら
更
な
る
撤
去
回
収
の
迅
速
化
、
効

率
化
を
図
る
た
め
、
市
の
不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル
と
撤
去

回
収
に
加
え
、
業
者
に
よ
る
不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル
と
撤

去
回
収
を
開
始
し
ま
し
た
。
三
人
一
組
と
な
り
ト
ラ
ッ
ク

で
市
内
全
域
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
ま
す
の
で
、
不
法
投

棄
を
見
つ
け
た
と
き
は
、
ぜ
ひ
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

回
収
に
あ
た
っ
て
い
る
作
業
員
の
方
の
話
に
よ
る
と
、
積

載
量
二
ト
ン
の
回
収
車
両
は
一
日
で
す
ぐ
い
っ
ぱ
い
に
な

っ
て
し
ま
う
と
の
こ
と
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
力
を
合
わ
せ

て
、
不
法
投
棄
の
な
い
住
み
良
い
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

□問
環
境
保
全
課
�
50
―

６
０
８
３

平
成
十
年
十
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
ご
み
の

五
種
分
別
回
収
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

に
よ
り
順
調
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
最
近
ご
み
集
積
所
に
出
さ
れ
る
ご

み
袋
が
守
ら
れ
ず
、
注
意
シ
ー
ル
を
張
ら
れ
取

り
残
さ
れ
る
ご
み
が
数
多
く
見
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

可
燃
ご
み
は
「
市
指
定
ご
み
袋
」
ま
た
は

「
協
議
済
袋
」（
協
議
済
マ
ー
ク
の
あ
る
ス
ー
パ

ー
の
袋
）
で
、
ま
た
、
不
燃
ご
み
、
資
源
物
、

有
害
・
危
険
ご
み
は
、
中
身
が
見
え
る
透
明

（
ま
た
は
半
透
明
）
な
袋
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

濃
い
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
紙
袋
で
ご

み
を
出
す
と
、
注
意
シ
ー
ル
を
張
ら
れ
取
り
残

し
と
な
り
、
集
積
所
周
辺
の
方
に
迷
惑
を
掛
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ル
ー
ル
を
守
っ
て
き
ち
ん
と
ご
み
を
出
し
ま

し
ょ
う
。

□問
清
掃
事
務
所
�
54
―

５
５
０
１

ごみは決められた袋で�
　一人ひとりがルールを守って�
ごみは決められた袋で�

国民健康保険料の納入通知書を今月17日に発送します。
今年４月からの介護保険のスタートに伴い、国民健康保険料が変更となりま

す。すでに「広報ながれやま」４月１日号でお知らせしたとおり、今回の国民
健康保険料から、40歳以上65歳未満（第２号被保険者）の方の世帯には、医療
分保険料（従来の国民健康保険料）と介護分保険料が合算された納入通知書が
発送されます。

算出方法については、下表のとおりです。４月１日から賦課されます。

【納付について】
・保険料は納期内に納めてください。
・納付は便利な口座振替をお勧めします。
・介護保険第１号被保険者（65歳以上）の方は、10月１日から徴収となります。

詳細については、「広報ながれやま」８月１日号で掲載予定。
□問 国保年金課�50－６０７７
※介護保険についての問い合わせは介護支援課�50－６１０９へ

国民健康保険料 の納入通知書
今月17日に発送

介護保険料�プラス�

国民健康保険料
平成11年度

所得割　7.5％
均等割（1人当たり）14,400円
平等割（1世帯当たり）13,200円
賦課限度額 53万円

全世帯 第2号被保険者を含まない世帯 第2号被保険者を含む世帯

平成12年度

所得割　7.5％
均等割（1人当たり）14,400円
平等割（1世帯当たり）13,200円
賦課限度額　53万円

所得割（40歳以上65歳未満の被保険者
について算定します）0.83％
均等割（40歳以上65歳未満の方1人当
たり）7,440円
賦課限度額７万円

医
療
分

介
護
分

同左

お
忘
れ
な
く

認
定
の
更
新
手
続
き

介護保険介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
三
か
月
が

経
過
し
ま
し
た
。

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
は
、

介
護
が
必
要
か
ど
う
か
の
「
要
支
援
・
要
介
護

認
定
」
を
受
け
、
そ
の
結
果
に
合
わ
せ
介
護
サ

ー
ビ
ス
計
画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
を
作
成
し
、
は

じ
め
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
要
支
援
・
要
介
護
認
定
に
は
、
有

効
期
間
が
あ
り
、
引
き
続
き
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
必
要
の
あ
る
場
合
は
、
更
新
申
請
の
手

続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
更
新
申
請
の
手
続

き
は
、
有
効
期
間
終
了
の
六
十
日
前
か
ら
受
け

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
介
護
保
険
証
に
記
載
さ

れ
て
い
る
認
定
有
効
期
間
を
確
認
の
う
え
、
早

め
に
更
新
申
請
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
新
規
の
申
請
も
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
方
は
、
介

護
支
援
課
ま
た
は
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業

者
に
相
談
の
う
え
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

□問
介
護
支
援
課
�
50
―

６
１
０
９

い
つ
も
多
く
の
方
が
利
用
し
て
い
る

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

季
節
感
あ
る
料
理
教
室
な
ど
開
催

き
ょ
う
１
日
か
ら
受
け
付
け

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

は
、
介
護
の
知
識
を
学
び
た
い
方
、

身
体
の
不
自
由
な
方
な
ど
を
対
象

に
、
三
つ
の
講
座
を
用
意
し
ま
し

た
。
こ
の
機
会
に
気
軽
に
参
加
し

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

【
家
庭
介
護
教
室
】

▽
日
時
＝
７
月
10
日
�
・
17
日

�
い
ず
れ
も
10
時
〜
12
時
▽
場

所
＝
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
対
象
／
定
員
＝
市
内
在
住
で
初

め
て
受
講
す
る
方
／
20
人
（
先
着

順
）
▽
内
容
＝
「
家
庭
介
護
の
基

礎
知
識
」
に
つ
い
て
の
講
義
と
実

技
▽
受
講
料
＝
無
料
▽
申
し
込

み
＝
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

【
身
体
障
害
者
の
た
め
の
料
理

教
室
】

▽
日
時
＝
７
月
11
日
�
10
時
〜

13
時
▽
場
所
＝
初
石
公
民
館
▽
対

象
／
定
員
＝
市
内
在
住
で
身
体
障

害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
方
／
20

人
（
先
着
順
）
▽
内
容
＝
ト
マ
ト

と
生
ハ
ム
の
冷
製
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ

等
季
節
を
楽
し
む
料
理
▽
参
加

費
＝
７
０
０
円
程
度
▽
申
し
込

み
＝
７
月
７
日
ま
で
に
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
身
体
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
へ

【
聴
力
障
害
者
の
た
め
の
日
曜

教
室
】

▽
日
時
＝
７
月
９
日
�
10
時
〜

13
時
▽
場
所
＝
北
部
公
民
館
▽
対

象
／
定
員
＝
市
内
在
住
の
聴
力
に

障
害
の
あ
る
方
／
20
人
（
先
着
順
）

▽
内
容
＝
そ
ば
打
ち
体
験
教
室
▽

参
加
費
＝
５
０
０
円
程
度
▽
申
し

込
み
＝
７
月
７
日
ま
で
に
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
身
体
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

□問
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

�
55
―

３
６
３
８
�
53
―

３
４
３
７

住
民
票
が
必
要
だ
が
、
平
日
は
市
役

所
や
出
張
所
へ
行
け
な
い

―
そ
ん
な

方
の
た
め
に
、「
住
民
票
の
写
し
電
話

予
約
サ
ー
ビ
ス
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
月
曜
か
ら
金
曜

ま
で
電
話
で
予
約
を
受
け
付
け
、
そ
の

週
の
土
・
日
曜
に
住
民
票
の
写
し
を
交

付
す
る
も
の
で
す
。

【
予
約
で
き
る
方
】

流
山
市
内
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る

方
【
予
約
で
き
る
住
民
票
の
写
し
】

本
人
ま
た
は
同
一
世
帯
の
も
の

【
予
約
方
法
】

月
曜
か
ら
金
曜
の
午
前
九
時
か
ら
午

後
四
時
ま
で
に
、
市
役
所
市
民
課
へ
電

話
で
予
約
を
。
受
け
付
け
の
際
、
職
員

が
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
必
要
と

す
る
住
民
票
の
種
類
、
受
領
予
定
日

時
、
受
領
場
所
（
市
役
所
守
衛
室
、
初

石
公
民
館
、
南
流
山
セ
ン
タ
ー
）、
受

領
に
来
る
方
な
ど
の
確
認
を
し
ま
す
。

【
受
け
取
り
方
法
】

受
領
者
（
本
人
ま
た
は
、
本
人
と
同

一
世
帯
の
方
に
限
る
）
は
、
手
数
料

（
一
通
に
つ
き
三
百
円
）、
本
人
を
確
認

で
き
る
も
の
（
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー

ト
、
保
険
証
な
ど
）
を
持
参
し
、
指
定

の
受
領
場
所
で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ

い
。
交
付
時
間
は
、
午
前
十
時
か
ら
午

後
四
時
ま
で
。

【
予
約
の
取
り
消
し
】

予
定
し
た
日
に
受
領
で
き
な
く
な
っ

た
場
合
は
、
事
前
に
、
電
話
で
予
約
の

取
り
消
し
を
し
て
く
だ
さ
い
。

□問
市
民
課
�
50
―

６
０
７
５

障害基礎年金を受給し
ている方で、①20歳前の
障害により障害基礎年金
を受けている方②障害福
祉年金から移行した障害
基礎年金を受けている方
は、今月24日までに現況
届の提出が必要です。

社会保険業務センター

から送付された現況届の
用紙に必要事項を記入し、
診断書の提出が必要な方
は、診断書を添付して、
国保年金課に提出してく
ださい。

※年金を受け始めて１
年未満の方や、年金が全
額支給停止されている方
は提出の必要はありませ
ん

□問 国保年金課�50－６
１１０

障害基礎年金

今月24日までに

現況届の提出を

！！

身 体 障 害 者
福祉センターお忙しい方は、ぜひ、ご利用を

住民票の写しを土・日曜に交付
予約は電話で 月～金曜に
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相　　談� 日　　　　　時� 場　　　所� 問い合わせ�

市 民 相 談 � 市 民 相 談 室 �

消費生活センター�

家 庭 児 童 相 談 室 �

障 害 者 支 援 課 �

ケ ア セ ン タ ー �

ケ ア セ ン タ ー �

向 小 金 福 祉 会 館 �

江戸川台福祉会館�

つ ば さ 学 園 �

教 育 研 究 室 �

平和台保育所�58-1435／江戸川台保育所�
�52-0648／向小金保育所�74-8853

初 石 公 民 館 �
南 流 山 セ ン タ ー �

勤 労 者 総 合 福 祉 �
セ ン タ ー �

青少年指導センター�

法 律 相 談 �

合 同 相 談 �

不 動 産 相 談 �

登 記 相 談 �

市 政 相 談 �

消費生活苦情相談�

子供悩みごと相談�

福祉住宅改善相談�

子 育 て 電 話 相 談 �

心 配 ご と 相 談 �

教 育 相 談 �

青 少 年 相 談 �

発 達 相 談 �

酒 害 相 談 �

悩 み ご と 相 談 �
（ 人 権 ・ 行 政 ） �

高 年 齢 者 職 業 ・ �
パ ー ト 相 談 �

幼 児 こ と ば の �
相 談 室 �

10：00～15：00

13：00～16：00

９：00～17：00

毎週火曜�

9：30～16：00毎週月～金曜�

10：00～16：00毎週月～金曜�

９：00～16：00毎週月～金曜�

９：00～16：00毎週火～金曜�

10：00～15：00毎週水曜�

９：00～16：30毎週月～金曜�

９：00～16：00毎週月～金曜�

９：00～16：00毎週月～金曜�

13：00～16：00毎月第２日曜�

18：00～21：00毎月第４金曜�

９：30～16：30毎週月～金曜�

９：00～11：30毎週土曜�

10：00～16：00

毎週月～金曜�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

同相談室�
�58-1616

同センター�
�58-0999

�50-6081

同相談室�
�58-4144

同センター相談室�
�55-5885

同センター相談室�
�58-7830

同学園�

年 金 相 談 �

�54-4822

�50-6081

�50-6079

�50-6110

社会福祉協議会�

指導課�

障害者支援課�

国保年金課�

社会福祉課�

�59-4735

�50-6105

障害者支援課�

交 通 事 故 相 談 �

毎週火・木曜　　�
※要電話予約�

※要電話予約　11日は開催しません�

13：00～17：00毎月第１水曜�
※要電話予約�税 務 相 談 �

13：00～16：00毎月第２水曜�
※要電話予約�

外 国 人 相 談 � 13：00～16：00毎月第４水曜� 〃�
※予約は1週間前までに�

子育て支援センターゆうゆう�44-7926育 児 相 談 � 9：30～16：30毎週月～金曜�

８：30～17：00毎週月～金曜�

10：00～15：00毎月第３水曜�

毎週土・日曜�

※要電話予約�

毎月第３月曜�
※要電話予約�

10：00～15：00

市 民 相 談 室 �

今月は開催しません�

今月は開催しません�

31日は開催しません�

食中毒を予防しましょう

献血にご協力を

内　　容� 期日・受付時間� 場　　　所� 備　　　考�

ハローベイビー� 保健センター�

保健センター�
南流山センター�

妊娠5～8か月の妊婦対象。母子健康手帳、タオル、
筆記用具を持参�
※14日からの参加者は7日までに申し込みを�

もぐもぐ教室�12日　10：15～10：30
4～5か月児対象。母子健康手帳、器とスプ
ーンを持参。定員20人※先着順・要予約�

３ か 月 児 �
健 康 診 査 �

カ ム カ ム �

17日・18日�
12：45～13：45 保健センター�平成12年3月生まれの乳児対象�

1 歳 6 か 月 児 �
健 康 診 査 �

11日・12日�
12：45～13：45 保健センター�

4日・5日　12：45～13：45 保健センター�

乳幼児健康相談�

3歳児健康診査�

26日　13：00～14：00 保健センター�

平成10年12月生まれの幼児対象�

平成９年４月生まれの幼児対象�
発育などに心配のある乳幼児対象。母子健
康手帳を持参※要予約�

26日　13：00～14：00

13日　９：30～10：30

発達などに心配のある乳幼児対象。母子健
康手帳を持参※要予約�

育 児 相 談 �

発 達 相 談 �

１歳未満の乳児対象。育児・健康相談。母
子健康手帳を持参�すくすく健康相談�

0歳～就学前児対象。母子健康手帳を持参�

むし歯予防教室�
3日・10日・25日�
※時間は申し込み者
に個人通知�

24日※時間は申し込
み者に個人通知�

保健センター�
2歳2か月児対象（25日は1・2回参加済みの幼
児対象）。1歳6か月児健康診査時に申し込みを�

食 事 相 談 � 保健センター�生活習慣病などの食事指導を受けたい方対象。食事調査あり。14日までに申し込みを�

成人健康相談�
年齢・性別など不問。血圧測定や健康上の相談、
軽体操など。健康手帳・検診記録カードを持って
いる方は持参�

リハビリ教室�

月曜コース�

5日・12日・26日�

3日・10日・24日�
10：00～�

水曜コース�

10：00～�

保健センター�

保健センター�

疾病、加齢等により心身の機能が低下している
方（介護保険認定外者等）を対象に、日常生活
動作訓練等を実施※事前に問い合わせを�

療 育 相 談 �27日　13：00～14：00 柏 保 健 所 �整形外科的な心配のある18歳未満の子ども対象。母子健康手帳を持参�

発 達 相 談 �27日　13：00～14：00 柏 保 健 所 �
首が座らない、歩かないなど発達の遅れが心配
な0～1歳児対象。母子健康手帳を持参※要予
約�

心の健康相談�7日・14日・21日・28日�14：00～16：00
柏 保 健 所 �精神病や精神神経症など、心の病で悩んでいる方対象。医師による相談は要予約�

保健センター�
向小金福祉会館�
南流山福祉会館�

赤城福祉会館�
向小金福祉会館�
保健センター�

9～12か月児対象。子どもの歯と食生活について。母子健康手帳、
歯ブラシ、おしぼりを持参。定員15組 ※先着順・要予約�

7日・14日・21日・28日�
12：30～12：50
※14日は９：45～10：00

キ ッ ズ �

�

13日　９：30～11：30

25日　10：00～15：00

24日  　9：45～10：00 保健センター�

つ ば さ 学 園 �

21日　10：00～15：00

19日　10：15～10：30

25日　９：30～10：30
28日　９：30～10：30

相談あんない

保健あんない〈 〉保健センター
�54－0331

〈 〉柏 保 健 所
�67－1255

※期日・受付時間欄に　　　　印のあるものは今月は開催しません。転入者などで個人通知が届
かない場合は保健センターへ問い合わせを

休 日 の
救急医療

▽受付時間は、
9時～11時30分、13
時～16時30分（歯
科は11時30分ま
で）＝休日診療所
�55－3456

▽夜間は、市内
の医療機関が当番
制で診療。当番医
はあらかじめ市消
防本部�58－0119
で確認を

▽日程＝７月７日�13時～16時、ＪＡ流山市流

山支店▽献血のできる方＝16歳～69歳の健康な方

（ただし、65歳以上の方は60歳から64歳までに献

血経験がある方）※献血手帳がある方は持参

□問 保健センター�54－０３３１

�手洗いは流水で
�調理器具は洗浄、消毒を
�食器は衛生的に
�加熱を必要とする食品は十分加熱を
�飲料水、井戸水などの衛生管理に気をつける
�残った食品の保存方法には注意

非
行
防
止
は
家
庭
か
ら

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に

ま
も
な
く
夏
本
番
。
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
楽
し
み
な
夏
休
み
が
や
っ
て
き
ま

す
。
反
面
、
夏
の
開
放
感
か
ら
、
知
ら
ず

知
ら
ず
の
う
ち
に
、
非
行
に
走
っ
て
い
く

ケ
ー
ス
が
毎
年
あ
り
ま
す
。

思
春
期
の
子
ど
も
は
、
心
身
と
と
も
に

「
こ
こ
ろ
」
も
大
き
く
成
長
し
て
い
る
時

期
で
す
。「
自
我
の
目
覚
め
」「
自
分
ら
し

さ
を
主
張
す
る
気
持
ち
」「
友
人
関
係
の

中
に
自
分
の
居
場
所
を
持
ち
た
い
気
持

ち
」
な
ど
が
強
く
な
り
ま
す
。
一
方
、
す

べ
て
を
自
分
で
解
決
す
る
に
は
自
信
や
経

験
が
不
足
す
る
こ
と
か
ら
、
目
先
の
も
の

に
魅
か
れ
た
り
、
刺
激
を
求
め
た
り
し

て
、「
こ
こ
ろ
」
が
揺
れ
動
く
時
期
で

も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、
家
族

の
会
話
を
大
事
に
し
、
子
ど
も
を
温
か
く

見
守
り
な
が
ら
、
自
立
を
促
す
こ
と
が
大

切
で
す
。

「
話
せ
ば
わ
か
る

―
と
は
限
ら
な
い

け
れ
ど
、
話
さ
な
け
れ
ば
、
も
っ
と
わ
か

ら
な
い
」。
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
大
切
に
し
て
、
子
ど
も
を
非
行
か
ら

守
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
青
少
年
指
導
セ
ン
タ
ー
青
少
年

相
談
室
（
�
58
―

７
８
３
０)

で
は
、
非
行

や
家
庭
な
ど
に
関
す
る
青
少
年
や
保
護
者

な
ど
か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
一
人
で
悩
ま
ず

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

□問
青
少
年
指
導
セ
ン
タ
ー
�
59
―

５
４

０
０

�
ふ
れ
あ
い
と
対
話
が
築
く

明
る
い
社
会
�
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

が
き
ょ
う
一
日
か
ら
一
か
月
間
、

全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

近
ご
ろ
、
非
行
が
多
発
し
、

少
年
に
よ
る
犯
罪
が
大
き
な
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
と
し
で
五
十
周
年
を
迎
え

る
こ
の
運
動
は
�
地
域
住
民
の

理
解
と
協
力
に
よ
り
罪
を
犯
し

た
人
や
非
行
に
陥
っ
た
少
年
の

更
生
を
支
え
る
�
を
重
点
目
標

に
行
わ
れ
ま
す
。

罪
を
犯
し
た
人
が
更
正
し
、

健
全
な
社
会
の
一
員
と
し
て
立

ち
直
る
に
は
、
地
域
社
会
が
温

か
い
目
で
受
け
入
れ
、
援
助
の

手
を
差
し
伸
べ
て
あ
げ
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
ま
た
、
犯
罪
や

非
行
の
な
い
社
会
を
作
る
た
め

に
、
犯
罪
や
非
行
の
発
生
の
原

因
と
な
る
社
会
環
境
の
改
善
な

ど
が
必
要
で
す
。

本
市
で
は
、
今
月
四
日
に
市

保
護
司
会
や
更
生
保
護
婦
人
会
、

Ｂ
Ｂ
Ｓ
（
ビ
ッ
グ
ブ
ラ
ザ
ー

ズ
＆
シ
ス
タ
ー
ズ
・
ム
ー
ブ
メ

ン
ト
）
が
、
商
店
街
や
駅
前
な

ど
市
内
四
か
所
で
街
頭
啓
発
を

行
い
ま
す
。

□問
社
会
福
祉
課
�
50
―

６
０
７

９

全国で社会を明るくする運動を展開
駅前など市内4か所で

今月４日に街頭PR

あ
な
た
の
意
見
を
社
会
に

青
少
年
主
張
大
会
の

発
表
者
を
募
集

青
少
年
が
日
ご
ろ
の
抱
負

や
意
見
な
ど
を
発
表
す
る

「
青
少
年
主
張
大
会
」
の
発

表
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
期
日
＝
９
月
16
日
�
▽

場
所
＝
文
化
会
館
▽
対
象
＝

中
学
生
以
上
24
歳
以
下
の
市

内
在
住
・
在
学
者
▽
発
表
内

容
＝
学
校
、
職
場
、
地
域
で

の
体
験
や
友
人
関
係
な
ど
で

日
ご
ろ
か
ら
考
え
て
い
る
こ

と
や
抱
負
（
１
人
５
分
以
内
）

▽
申
し
込
み
＝
参
加
申
込
書

に
発
表
原
稿
（
４
０
０
字
詰

原
稿
用
紙
４
枚
以
内
）
を
添

え
て
、
７
月
17
日
（
必
着
）

ま
で
に
〒
２
７
０
―

０
１
９

２
流
山
市
教
育
委
員
会
青
少

年
課
へ
※
市
内
の
中
学
・
高

校
在
学
者
は
学
校
長
を
通
じ

て
申
し
込
み
を

□問
青
少
年
課
�
50
―

６
１

０
７

力
強
く
意
見
を
発
表

夏の夜のひとときを 和楽器の調べとともに
～22日に邦楽コンサート～

夏の夜のひとときを和楽器の調べを聴きながら、一茶双樹記念館で過ごしませ

んか―。

一茶双樹記念館では、日ごろ聴く機会の少ない琴や尺八の演奏を楽しむ邦楽コ

ンサートを行います。曲目は、「さらし風手事」「おしどり」ポピュラー音楽集より

「サウンドオブサイレンス」などです。

ライトアップされた枯山水の庭園と琴や尺八の音色が、夏の夜をより一層、風

情あるものに演出します。入場は無料です。

日　　時 ７月22日�18時～

場　　所 一茶双樹記念館

対　　象 市民（小・中学生は保護者同伴）

定　　員 60人（先着順）

申し込み 電話で一茶双樹記念館へ

□問 一茶双樹記念館�50－５７５０
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【
国
勢
調
査
】

第
十
七
回
国
勢
調
査
が
、
平
成

十
二
年
十
月
一
日
現
在
を
調
査
時

に
、
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

今
回
の
調
査
は
、
十
年
毎
の
大

規
模
調
査
で
あ
り
、
二
十
一
世
紀

に
お
け
る
各
種
行
政
施
策
推
進
の

基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
に

実
施
さ
れ
ま
す
。

本
市
で
は
、
九
百
八
十
四
名
の

市
民
が
調
査
員
に
、
ま
た
市
職
員

百
六
名
が
指
導
員
と
し
て
本
調
査

に
従
事
す
る
予
定
で
す
。

【
業
務
核
都
市
構
想
及
び
新
川

耕
地
の
有
効
活
用
】

常
磐
新
線
の
開
通
を
平
成
十
七

年
に
控
え
、
新
市
街
地
地
区
お
よ

び
運
動
公
園
地
区
の
新
駅
を
含
む

セ
ン
タ
ー
地
区
の
街
づ
く
り
を
進

め
る
に
あ
た
り
、
先
導
的
施
設
と

な
る
業
務
・
商
業
機
能
等
に
つ
い

て
の
具
体
的
検
討
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。
市
と
し
て
は
、
こ
れ

ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に
あ

た
り
、
業
務
核
都
市
を
目
指
し
、

「
常
磐
新
線
沿
線
セ
ン
タ
ー
地
区

等
ま
ち
づ
く
り
検
討
会
議
」
を
庁

内
に
設
置
し
、
検
討
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
は
、
業
務

核
都
市
の
承
認
に
向
け
、
こ
の
検

討
会
議
に
お
い
て
、
具
体
的
検
討

を
進
め
る
と
と
も
に
、
県
に
対
し

て
も
要
請
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
川
耕
地
の
有
効
活
用

に
つ
い
て
は
、
新
川
耕
地
有
効
活

用
計
画
検
討
委
員
会
か
ら
出
さ
れ

た
報
告
書
を
踏
ま
え
、
新
川
耕
地

土
地
利
用
計
画
の
策
定
に
向
け
、

現
在
検
討
し
て
い
ま
す
。

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
地
権
者

の
意
向
を
十
分
反
映
さ
せ
る
こ
と

を
主
眼
に
、
既
存
の
イ
ン
タ
ー
周

辺
開
発
等
の
構
想
を
踏
ま
え
つ

つ
、
各
事
業
の
実
現
化
方
策
等
を

織
り
込
み
、
実
行
性
の
高
い
計
画

を
本
年
中
に
は
策
定
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
オ
ウ
ム
真
理
教
（
ア
レ
フ
）

対
策
】

去
る
五
月
十
七
日
、
野
々
下
地

区
の
自
治
会
役
員
か
ら
、
オ
ウ
ム

関
係
者
と
思
わ
れ
る
人
物
が
居
住

し
て
い
る
と
の
通
報
が
流
山
警
察

署
に
あ
り
、
同
署
が
調
査
し
た
と

こ
ろ
、
関
係
情
報
に
よ
り
「
オ
ウ

ム
関
係
者
」と
判
明
し
、そ
の
報
告

が
警
察
か
ら
市
に
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
市
に
対
し
て
も
、
自

治
会
の
役
員
か
ら
相
談
が
あ
り
、

市
と
し
て
も
各
種
情
報
を
総
合
的

に
判
断
し
、
オ
ウ
ム
関
係
者
の
転

入
を
憂
慮
し
て
、
流
山
市
オ
ウ
ム

真
理
教
（
ア
レ
フ
に
改
称
）
対
策

本
部
を
五
月
二
十
三
日
に
設
置
し

ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
後
の
市
の
対
策
に

つ
い
て
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
市
民

の
不
安
を
解
消
し
、
市
民
の
平
穏

な
生
活
環
境
を
確
保
す
る
と
い
う

観
点
か
ら
、
オ
ウ
ム
真
理
教
信
者

の
転
入
・
転
居
届
の
不
受
理
、
公

民
館
・
福
祉
会
館
等
の
公
共
施
設

の
貸
し
出
し
不
許
可
を
決
定
し
、

五
月
二
十
六
日
に
市
役
所
、
市
内

各
出
張
所
等
に
そ
の
旨
の
看
板
等

を
設
置
し
ま
し
た
。

市
の
今
後
の
対
応
と
し
て
は
、

オ
ウ
ム
真
理
教
対
策
関
係
市
町
村

連
絡
会
へ
の
加
入
、
オ
ウ
ム
問
題

が
勃
発
し
て
い
る
近
隣
市
の
松
戸

市
、
柏
市
、
本
市
の
三
市
に
よ
る

情
報
交
換
等
を
可
能
と
す
る
広
域

対
応
の
あ
り
方
も
検
討
す
る
な

ど
、
広
く
情
報
の
収
集
に
努
め
る

と
と
も
に
、
関
係
機
関
に
各
種
の

要
請
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
問
題
の
解

決
に
向
け
て
、
地
元
対
策
協
議

会
・
警
察
等
各
種
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
、
そ
の
解
決
に
努
力
を

し
て
い
き
ま
す
。

【
敬
老
会
の
開
催
方
法
】

敬
老
会
の
開
催
に
つ
い
て
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
提
起
が
あ
り
、

地
区
社
協
の
代
表
者
と
市
は
、
開

催
手
法
等
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
地
域
で
創
意
と
工

夫
を
凝
ら
し
て
、
敬
老
会
を
実
施

す
る
自
主
開
催
方
式
を
選
定
し
ま

し
た
が
、
こ
れ
は
現
在
、
市
が
総

合
計
画
に
基
づ
い
て
進
め
て
い
る

高
齢
者
が
い
き
い
き
暮
ら
せ
る
社

会
づ
く
り
、
地
域
で
支
え
る
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
、
さ
ら
に
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進
と
い
う
施
策

等
を
考
慮
に
入
れ
た
も
の
で
す
。

し
か
し
、
地
域
に
よ
っ
て
は
、

従
来
方
式
で
の
開
催
を
望
む
声
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
は
地
域

の
自
主
開
催
と
従
来
方
式
で
の
開

催
と
い
う
二
つ
の
メ
ニ
ュ
ー
を
用

意
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

【
介
護
保
険
の
進
捗
状
況
】

本
市
に
お
い
て
は
、
現
在
の
と

こ
ろ
大
き
な
混
乱
も
な
く
、
順
調

な
ス
タ
ー
ト
を
図
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

要
介
護
認
定
の
状
況
は
、
昨
年

十
月
か
ら
五
月
二
十
七
日
ま
で
に

要
介
護
認
定
の
申
請
を
し
た
市
民

は
、
千
九
百
十
一
人
に
の
ぼ
り
、

千
八
百
四
十
六
人
に
つ
い
て
認
定

審
査
を
終
了
し
て
い
ま
す
。

要
介
護
度
の
区
分
に
つ
い
て

は
、
最
も
軽
い
要
支
援
が
二
百
五

十
八
人
、
要
介
護
１
が
四
百
七
十

四
人
、
要
介
護
２
が
二
百
五
十
一

人
、
要
介
護
３
が
二
百
二
十
六
人
、

要
介
護
４
が
二
百
七
十
八
人
、
最

も
重
い
要
介
護
５
が
二
百
八
十
九

人
と
な
っ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
自

立
の
方
で
「
非
該
当
」
は
、
七
十

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
三
月
末
日
ま
で
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
た
在
宅
サ

ー
ビ
ス
の
方
々
に
つ
い
て
、
四
月

か
ら
も
何
ら
か
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
国
の
介
護

予
防
事
業
を
い
ち
早
く
実
施
す
る

こ
と
を
決
め
て
、
生
き
が
い
対
応

型
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
や

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
準
備
を
し
て
き

ま
し
た
。

こ
の
結
果
、「
非
該
当
」
と
判

定
さ
れ
た
方
で
引
き
続
き
介
護
予

防
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
す

る
方
全
員
に
、
介
護
保
険
と
同
程

度
の
負
担
で
高
齢
者
向
け
の
保
健

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
結
果
と

し
て
、
四
月
に
入
っ
て
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い
と
い
っ
た

苦
情
は
一
件
も
あ
り
ま
せ
ん
。

【
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備

事
業
の
進
捗
状
況
】

（
仮
称
）
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
及
び
焼
却
施
設
整
備
基
本
計
画

書
お
よ
び
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
報

告
書
、
並
び
に
地
域
融
和
施
設
整

備
基
本
計
画
（
案
）
の
策
定
が
完

了
し
た
の
を
受
け
、
そ
れ
以
来
、

議
会
を
は
じ
め
農
業
委
員
会
や
環

境
審
議
会
さ
ら
に
は
新
川
耕
地
活

性
化
対
策
連
絡
協
議
会
等
の
関
係

機
関
へ
の
説
明
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
。

そ
し
て
、
去
る
四
月
二
十
一
日

に
は
地
権
者
お
よ
び
下
花
輪
、
三

郷
、
南
の
各
自
治
会
の
住
民
の

方
々
を
対
象
と
し
て
説
明
会
を
開

催
し
、
計
画
概
要
を
説
明
す
る
と

と
も
に
事
業
に
対
す
る
貴
重
な
ご

意
見
ご
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。こ

の
住
民
説
明
会
の
開
催
に
あ

た
り
、
地
権
者
を
は
じ
め
下
花
輪
、

三
郷
、
南
の
各
自
治
会
の
住
民
の

方
々
三
百
一
世
帯
に
ご
案
内
申
し

上
げ
ま
し
た
が
、
下
花
輪
自
治
会

の
五
十
五
世
帯
お
よ
び
東
葛
病
院

等
か
ら
開
催
通
知
の
返
却
が
あ

り
、
出
席
い
た
だ
け
ま
せ
ん
で
し

た
。市

で
は
、
当
日
の
説
明
会
に
欠

席
さ
れ
た
方
々
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
す
る
た
め
、
当
日
の

資
料
を
戸
別
訪
問
に
よ
り
お
配
り

し
ま
し
た
が
、
こ
の
折
り
、
受
け

取
り
を
拒
否
さ
れ
た
方
、
ま
た
受

け
取
っ
た
も
の
の
後
日
資
料
を
返

却
し
て
き
た
方
が
五
十
五
世
帯
あ

り
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
誠
に

残
念
に
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
事
業
に
対
す
る
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
け
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
な
お
、
市
外
在
住
の
地
権

者
に
は
、
当
日
の
資
料
を
郵
送
し

て
い
ま
す
。

一
方
、
廃
棄
物
処
理
施
設
用
地

周
辺
の
土
地
利
用
計
画
に
強
い
関

心
を
示
さ
れ
て
い
る
流
山
市
土
地

改
良
区
、
下
花
輪
地
区
組
合
員
有

志
の
方
々
か
ら
新
川
耕
地
有
効
活

用
計
画
に
つ
い
て
説
明
会
の
開
催

要
請
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
新
川

耕
地
有
効
活
用
計
画
の
第
一
幹
事

会
お
よ
び
第
二
幹
事
会
か
ら
提
出

さ
れ
た
報
告
書
を
も
と
に
、
去
る

四
月
十
二
日
に
説
明
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

そ
の
説
明
会
に
お
い
て
も
、
地

元
地
権
者
の
皆
様
方
の
ご
要
望
に

対
し
て
、
行
政
も
真
剣
に
取
り
組

ん
で
い
る
状
況
を
お
汲
み
取
り
い

た
だ
け
た
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。次

に
、
新
一
般
廃
棄
物
処
理
施

設
に
係
る
生
活
環
境
影
響
調
査
結

果
の
縦
覧
に
つ
い
て
で
す
が
、
こ

の
縦
覧
は
市
条
例
に
基
づ
き
五
月

一
日
か
ら
五
月
三
十
一
日
ま
で
の

一
か
月
間
、
調
査
結
果
を
縦
覧
に

供
し
た
と
こ
ろ
二
十
六
人
の
方
の

縦
覧
が
あ
り
ま
し
た
。

ご
み
処
理
施
設
と
一
体
的
に
整

備
す
る
地
域
融
和
施
設
に
つ
い
て

は
、
前
述
し
た
説
明
会
お
よ
び
戸

別
訪
問
で
配
布
し
た
資
料
の
中

で
、
市
が
策
定
し
た
施
設
整
備
基

本
計
画
案
を
タ
タ
キ
台
と
し
て
提

案
し
、
地
域
融
和
施
設
に
つ
い
て

の
ご
意
見
や
ご
要
望
を
い
た
だ
き

た
い
旨
お
願
い
し
ま
し
た
。

【
常
磐
新
線
建
設
の
進
捗
状
況
】

常
磐
新
線
は
、
一
都
三
県
の
三

十
七
か
所
で
工
事
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
平
成
十
二
年
三
月
末
時
点

の
工
事
着
手
率
が
約
四
十
三
パ
ー

セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
内
で
は
、
南
流
山
駅
周
辺
の

工
事
が
開
削
工
法
に
よ
り
進
め
ら

れ
、
現
在
、
市
道
百
六
号
線
上
で

連
続
地
中
壁
が
施
工
さ
れ
て
い
る

ほ
か
、
江
戸
川
橋
梁
に
つ
い
て
も
、

三
基
の
橋
脚
の
う
ち
す
で
に
二
基

の
橋
脚
が
完
成
す
る
な
ど
順
調
に

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
南
流
山

駅
に
つ
い
て
は
、
常
磐
新
線
と
Ｊ

Ｒ
武
蔵
野
線
と
の
乗
り
継
ぎ
利
便

の
向
上
を
図
る
た
め
、
駅
舎
の
改

修
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
今
年
度

内
に
は
改
修
工
事
に
着
手
す
る
予

定
で
す
。

総
武
流
山
電
鉄
と
の
調
停
に
つ

い
て
は
、
現
在
ま
で
に
八
回
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
本
件
が
一
日
も

早
く
解
決
し
、
事
態
の
収
拾
が
図

ら
れ
る
よ
う
引
き
続
き
調
停
に
臨

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。ま

た
、
五
月
一
日
付
け
で
常
磐

新
線
用
地
の
早
期
確
保
を
図
る
た

め
、
内
部
組
織
の
充
実
・
強
化
を

行
い
ま
し
た
。

【
常
磐
新
線
沿
線
整
備
事
業
の

進
捗
状
況
】

昨
年
三
月
に
事
業
が
ス
タ
ー
ト

し
た
西
平
井
・
鰭
ヶ
崎
地
区
、
運

動
公
園
周
辺
地
区
お
よ
び
木
地
区

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
土
地
区
画
整
理

審
議
会
お
よ
び
評
価
員
会
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

次
に
、
新
市
街
地
地
区
で
は
、

本
年
三
月
十
三
日
に
建
設
大
臣
か

ら
事
業
計
画
等
の
認
可
を
受
け
た

こ
と
か
ら
、
五
月
一
日
に
土
地
区

画
整
理
審
議
会
の
設
置
手
続
き
を

開
始
し
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
地
区
で
は
、
平
成
十

三
年
度
の
鉄
道
用
地
引
き
渡
し
の

た
め
に
、
換
地
設
計
な
ど
諸
準
備

が
鋭
意
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
運
動
公
園
周
辺
地
区
と

新
市
街
地
地
区
に
つ
い
て
は
、
仮

換
地
指
定
前
に
鉄
道
等
の
予
定
地

の
地
権
者
の
協
力
を
い
た
だ
き
、

借
地
に
よ
る
起
工
承
諾
に
よ
り
鉄

道
工
事
に
着
手
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

【
北
千
葉
導
水
事
業
】

北
千
葉
導
水
事
業
は
、
手
賀
沼
、

坂
川
周
辺
流
域
の
治
水
機
能
の
確

保
、
水
質
の
浄
化
、
さ
ら
に
は
水

道
・
工
業
用
水
の
確
保
な
ど
を
目

的
に
、
利
根
川
下
流
か
ら
江
戸
川

に
達
す
る
延
長
約
三
十
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
導
水
路
を
整
備
す
る
も
の

で
す
。

整
備
に
つ
い
て
は
、
建
設
省
が

昭
和
四
十
九
年
度
か
ら
工
事
に
着

手
し
、
平
成
十
二
年
三
月
に
工
事

が
終
了
し
た
の
で
、
こ
の
た
び
竣

工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
市
に
お
い
て
も
、
こ
の
導
水

路
の
完
成
に
よ
り
、
坂
川
周
辺
地

域
の
治
水
の
安
全
性
、
坂
川
の
水

質
浄
化
お
よ
び
都
市
用
水
の
安
定

化
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

六
月
定
例
市
議
会
の
冒
頭
、
眉
山
市
長
は
、
十
四
項
目
に
つ

い
て
市
政
の
一
般
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
項
目
は
、「
国
勢
調
査
」「
業
務
核
都
市
構
想
及
び
新
川

耕
地
の
有
効
活
用
」「
オ
ウ
ム
真
理
教
（
ア
レ
フ
）
対
策
」「
敬

老
会
の
開
催
方
法
」「
ポ
リ
オ
の
予
防
接
種
」「
介
護
保
険
の
進

捗
状
況
」「
江
戸
川
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
及
び
春
季
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動

の
実
施
」「
ご
み
の
祝
日
収
集
」「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
モ
デ
ル
回

収
」「
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
事
業
の
進
捗
状
況
」「
常
磐

新
線
建
設
の
進
捗
状
況
」「
常
磐
新
線
沿
線
整
備
事
業
の
進
捗
状

況
」「
北
千
葉
導
水
事
業
」「
野
々
下
水
辺
公
園
」
に
つ
い
て
で

す
。
こ
の
う
ち
、
主
な
も
の
を
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。

市
政
の
一
般
報
告

市政について報告する
眉山市長

（

）

６
月
定
例
市
議
会

財
政
事
情
の
公
表

い方は、「広報ながれ
りお申し込みくださ
館、南流山センター、
合体育館にあります。
または郵送で秘書広
）。申し込みが多い場
場合もあります。

ま
で
に
〒
２
７
０
―

０
１
７
６
流

山
市
加
１
―

16
―

２
文
化
会
館
へ

※
ハ
ガ
キ
１
枚
に
つ
き
１
人
。
重

複
申
し
込
み
は
不
可
　

□問
文
化
会
館
�
58
―

３
４
６
２

夏
休
み
親
子
な
ん
で
も
体
験
教

室
▽
日
程
＝
８
月
19
日
�
・
20

日
�
（
１
泊
）
▽
場
所
＝
県
女
性

セ
ン
タ
ー
（
柏
市
）
▽
対
象
／
定

＝

・



（５） 第９７３号

講
座
・
講
演

★
中
高
年
パ
ソ
コ
ン
講
座

中
高
年
の
再
就
職
を
支
援
す
る

た
め
、
東
洋
学
園
大
学
の
協
力
を

得
て
、
パ
ソ
コ
ン
講
座
を
開
講
し

ま
す
。

▽
日
程
＝
７
月
31
日
�
、
８
月

１
日
�
・
２
日
�
・
３
日
�
・
４

日
�
・
７
日
�
（
全
６
回
）
▽
時

間
＝
10
時
〜
14
時
▽
場
所
＝
東

洋
学
園
大
学
（
鰭
ケ
崎
）
▽
対

象
／
定
員
＝
35
歳
以
上
65
歳
未

満
の
市
内
在
住
者
で
全
日
程
受
講

で
き
る
求
職
中
の
方
（
前
回
受
講

者
を
除
く
）
／
50
人
（
多
数
抽
選
）

▽
内
容
＝
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
（
マ

ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
使
用
）
入
門
コ

ー
ス
▽
参
加
費
＝
無
料
（
教
材
費

は
自
己
負
担
）
▽
申
し
込
み
＝
往

復
ハ
ガ
キ
に
「
中
高
年
パ
ソ
コ
ン

講
座
希
望
」、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
（
返
信
用
に
も
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
）
を
明
記

し
、
７
月
10
日
（
必
着
）
ま
で
に

〒
２
７
０
―

０
１
９
２
流
山
市
役

所
商
工
課
へ

□問
商
工
課
�
50
―

６
０
８
５

★
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

▽
日
時
＝
７
月
25
日
�
10
時

〜
13
時
▽
場
所
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
定
員
＝
15
組
（
先
着
順
）
▽
参

加
費
＝
１
組
５
０
０
円
程
度
▽
申

し
込
み
＝
12
日
ま
で
に
電
話
で
保

健
セ
ン
タ
ー
へ

□問
保
健
セ
ン
タ
ー
�
54
―

０
３

３
１★

大
学
開
放
講
座
【
夏
休
み
親

子
で
楽
し
む
理
科
教
室
】

親
子
で
東
京
理
科
大
学
の
セ
ミ

ナ
ー
ハ
ウ
ス
に
宿
泊
し
て
、
科
学

会 計 名

土 地 取 得

特 別 会 計

国民健康保険

特 別 会 計

老人保健医療

特 別 会 計

公共下水道

特 別 会 計
西平井・鰭ヶ崎
土地区画整理
特 別 会 計

区分

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

予 算 額

614,887

7,735,907

9,041,769

4,522,354

203,794

614,887

614,886

6,583,774

6,549,921

8,101,735

8,146,871

3,223,649

3,395,214

収支済額 収支割合

100.00

100.00

85.11

84.67

89.60

90.10

71.28

75.08

161,300

114,363

79.15

56.12

特別会計収支状況

（単位：千円、％）

歳入�

歳入�

歳出�

歳出�

市　  税�

市　  債�

地方交付税�

国庫支出金�

そ の 他�

土 木 費�

民 生 費�

教 育 費�

衛 生 費�

そ の 他�

〔単位：億円〕�
20 40 60 80 100 180 200

予算額�
�
収入済額�

収入割合�

予算額�
�
支出済額�

支出割合�

予算額�
収入・支出済額�

19,791,699 千円�

18,973,063 千円�
3,317,000 千円�

2,849,000 千円�
4,537,693 千円�

4,537,693 千円�
2,755,742千円�

2,618,830 千円�
7,020,809 千円�

6,477,657 千円�

8,590,790 千円�

7,594,106 千円�

8,233,872 千円�

7,154,851 千円�

4,121,395 千円�

3,812,660 千円�

4,312,049 千円�

3,496,282 千円�
12,164,837 千円�

11,095,165 千円�

37,422,943千円�

94.74%
35,456,243千円�

37,422,943 千円�

33,153,064 千円�
88.59%

市民税・固定資産税・�
軽自動車税など�

所得税・法人税などを�
財源に一定の基準で国�
から交付されるもの�

市が行う特定の事業に�
対して国が交付する支�
出金�

地方消費税交付金、県�
支出金・使用料及び手�
数料など�

道路や河川の建設・�
管理費など�

福祉手当や生活保護�
関係などの経費�

小・中学校などの教育�
関係の経費�

予防接種やごみ処理�
などの経費�

総務費・議会費・�
消防費など�

借入金�

一般会計収支状況�

市債の現在高�一般�会計�

教育債 � その他 �

水
道
事
業
会
計

A収益合計（水道料金など） 1,437,671,821円

B費用合計（原水および浄水費など）1,412,499,319円

C当期純利益（ A－ B） 25,172,502円

1,423,874,120円
10,775,829円
3,021,872円

営 業 収 益
営業外収益
特 別 利 益

内訳

1,360,406,546円
48,380,790円
3,711,983円

営 業 費 用
営業外費用
特 別 損 失

｛

内訳｛

市
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
や
、
国
や
県
か
ら
の
補
助

金
、
市
が
借
り
て
い
る
お
金
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て

い
る
の
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
市
の
財
政
事
情
を
年

二
回
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
「
平
成
十
一
年
度
下
半
期

（
十
月
一
日
〜
三
月
三
十
一
日
）
の
財
政
事
情
」
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

財
政
事
情
の
公
表

このコーナーへ情報を掲載したい
やま情報ＢＯＸ掲載申込書」によ
い。申込書は秘書広報課、各公民館
各福祉会館、森の図書館、市民総合
申込書に必要事項を記入し、直接
報課へ（ファックス50－0111も可）
合は、紙面の都合で掲載できない場

【掲載ご希望の方は…】の
お
も
し
ろ
さ
を
知
っ
て
も
ら
う

講
座
を
開
講
し
ま
す
。
夏
休
み
の

自
由
研
究
の
ヒ
ン
ト
に
も
な
る
こ

と
う
け
あ
い
の
楽
し
い
講
座
で

す
。▽

期
日
＝
８
月
21
日
�
〜
24

日
�
３
泊
４
日
（
参
加
者
の
都
合

に
よ
り
８
月
22
日
〜
23
日
の
１

泊
２
日
で
も
可
）
▽
会
場
＝
東
京

理
科
大
学
野
田
キ
ャ
ン
パ
ス
（
野

田
市
）
▽
対
象
／
定
員
＝
小
学
４

年
生
〜
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
／

25
組
（
多
数
抽
選
）
▽
参
加
費
＝

１
人
１
２
０
０
０
円
（
宿
泊
費
、

食
費
、
教
材
費
等
込
み
）、
た
だ

し
１
泊
２
日
の
参
加
は
１
人
６
０

０
０
円
▽
申
し
込
み
＝
ハ
ガ
キ
に

「
夏
休
み
親
子
で
楽
し
む
理
科
教

室
受
講
希
望
」、
住
所
、
氏
名

（
親
子
共
）、
年
齢
、
性
別
、
参
加

日
数
（
１
泊
か
３
泊
か
）、
電
話

番
号
、
学
校
名
、
学
年
を
明
記
し
、

８
月
５
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
２

７
０
―

０
１
７
６
流
山
市
加
１
―

16
―

２
文
化
会
館
へ

□問
文
化
会
館
�
58
―

３
４
６
２

★
高
校
開
放
講
座
【
ワ
ー
プ
ロ
】

▽
日
時
＝
７
月
21
日
�
・
22

日
�
・
25
日
�
〜
28
日
�
、
８

月
１
日
�
・
２
日
�
（
全
８
回
）

13
時
〜
15
時
▽
会
場
＝
県
立
流

山
中
央
高
校
▽
対
象
／
定
員
＝
18

歳
以
上
の
市
民
（
学
生
と
前
回
受

講
者
を
除
く
）
／
30
人
（
多
数
抽

選
）
▽
参
加
費
＝
１
０
０
０
円

（
教
材
費
）
▽
申
し
込
み
＝
往
復

ハ
ガ
キ
に
「
高
校
開
放
講
座
（
ワ

ー
プ
ロ
）
受
講
希
望
」、
住
所
、

氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、
年
齢
、
性

別
、
職
業
、
電
話
番
号
（
返
信
用

に
も
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
）

を
明
記
し
、
７
月
８
日
（
必
着
）

★
ふ
る
さ
と
入
門
講
座
【
考
古

学
コ
ー
ス
】

▽
期
日
／
テ
ー
マ
＝
①
７
月
22

日
�
／
房
総
の
は
に
わ
②
８
月
５

日
�
／
房
総
の
古
墳
③
８
月
19
日

�
／
房
総
の
古
墳
時
代
集
落
④
９

月
上
旬
／
見
学
会
▽
時
間
＝
13
時

30
分
〜
15
時
30
分
▽
場
所
＝
中

央
図
書
館
※
④
は
現
地
集
合
▽
定

員
＝
50
人
（
先
着
順
）
▽
申
し
込

み
＝
電
話
で
市
立
博
物
館
へ

□問
市
立
博
物
館
�
59
―

３
４
３

４
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
の
テ
ニ

ス
・
水
泳
講
習
会

未
経
験
者
や
初
心
者
を
対
象
に

テ
ニ
ス
と
水
泳
の
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で

す
か
。

【
テ
ニ
ス
】

▽
日
程
／
時
間
＝
７
月
9
日
〜

９
月
10
日
ま
で
の
日
曜
（
全
10

回
）
／
18
時
30
分
〜
20
時
30
分

▽
場
所
＝
流
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ

ラ
ザ
▽
対
象
／
定
員
＝
テ
ニ
ス
未

経
験
者
ま
た
は
初
心
者
の
勤
労
者

と
市
民
（
学
生
、
前
回
受
講
者
を

除
く
）
／
20
人
（
多
数
抽
選
）
▽

参
加
費
＝
４
２
０
０
円
（
ボ
ー
ル

代
、
保
険
料
等
含
む
）
※
ラ
ケ
ッ

ト
や
テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
な
ど
は
持

参
▽
申
し
込
み
＝
７
月
５
日
�
10

時
に
流
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

窓
口
で
受
け
付
け

【
水
泳
】

▽
日
程
／
時
間
＝
７
月
26
日
〜

８
月
24
日
ま
で
の
水
・
木
曜
（
全

10
回
）
／
19
時
〜
20
時
30
分
▽

場
所
＝
流
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ

ザ
▽
対
象
／
定
員
＝
初
心
者
の
勤

労
者
と
市
民
（
学
生
、
前
回
受
講

者
を
除
く
）
／
30
人
（
多
数
抽
選
）

▽
参
加
費
＝
２
５
０
０
円
（
保
険

料
等
含
む
）
※
水
泳
帽
、
ゴ
ー
グ

ル
な
ど
は
持
参
▽
申
し
込
み
＝
７

月
８
日
�
10
時
に
流
山
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
プ
ラ
ザ
窓
口
で
受
け
付
け

□問
流
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

�
55
―

５
７
０
１

員
＝
県
内
在
住
・
在
勤
の
親
と
小

学
校
高
学
年
の
子
／
15
組
30
人

（
多
数
抽
選
）
▽
内
容
＝
料
理
、

天
体
観
測
な
ど
▽
受
講
料
＝
無
料

（
宿
泊
費
、
食
費
は
実
費
負
担
）

▽
申
し
込
み
＝
７
月
30
日
ま
で
に

電
話
で
県
女
性
セ
ン
タ
ー
へ

□問
県
女
性
セ
ン
タ
ー
�
40
―

８

６
０
２

ワ
ー
プ
ロ
講
習

▽
日
時
＝
８
月
７
日
�
・
８
日

�
９
時
〜
16
時
▽
場
所
＝
県
立
我

孫
子
高
等
技
術
専
門
校
▽
内
容
＝

パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
文
書
作
成
▽
参

加
費
＝
無
料
▽
申
込
方
法
＝
往
復

ハ
ガ
キ
に
「
ワ
ー
プ
ロ
講
習
」、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

職
業
を
明
記
し
、
７
月
28
日
（
必

着
）
ま
で
に
〒
２
７
０
―

１
１
６

３
我
孫
子
市
久
寺
家
６
８
４
―

１

県
立
我
孫
子
高
等
技
術
専
門
校
へ

□問
同
専
門
校
�
84
―

６
４
１
１

中
央
学
院
大
学
社
会
シ
ス
テ
ム

研
究
所
設
立
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

▽
日
時
＝
７
月
15
日
�
13
時

30
分
〜
16
時
▽
場
所
＝
中
央
学

院
大
学
（
我
孫
子
市
）
▽
内
容
＝

エ
リ
ザ
ベ
ス
・
マ
ン
・
ボ
ル
ゲ
ー

ゼ
女
史
に
よ
る
基
調
講
演
ほ
か
▽

定
員
＝
２
５
０
人
▽
参
加
費
＝
無

料
□問
同
大
学
社
会
シ
ス
テ
ム
研
究

所
事
務
課
�
83
―

６
５
２
２

仕
舞
講
座
（
弘
謡
桐
風
会
主

催
）
＝
８
月
〜
10
月
ま
で
の
第
１

〜
３
水
曜
13
時
30
分
〜
、
主
に

初
石
公
民
館
。
受
講
料
無
料
※
７

月
末
日
ま
で
に
申
し
込
み
を
□問
藤

田
�
53
―

３
２
０
６

７月15日から開催する企画展
「下総のはにわ」の準備のため、
７月11日�から７月14日�まで
臨時休館します。

□問市立博物館�59－３４３４

市立博物館の
臨時休館日のお知らせ



平成12年７月１日（土曜日） （６）第９７３号

そ
の
他

児童館・センター
開催時間や申し込み方法など

の詳細は、各児童館・児童センタ

ーへお問い合わせください

今月の催し物

駒 木 台 児 童 館
�54－４８２１

会　　場 日　程　・　催　し　物

７／24�
江戸川台児童センター
�54－３０２６

向小金児童センター
�73－９３２０

思井児童センター
�59－５６６６

十太夫児童センター
�54－５２５４

野々下児童センター
�45－９５００

赤城児童センター
�58－４５４５

人形劇のつどい

７／27� 子ども夏まつり

７／26� お化け屋敷

７／25�
子ども夏まつり
人形劇のつどい

７／25� お化け屋敷

【
市
文
化
協
会
短
歌
部
作
品
展
（
〜
31
日
�
）】

「
夏
の
自
然
現
象
と
心
象
の
多
彩
を
詠
む
」
を
テ

ー
マ
に
短
歌
26
点
を
展
示
し
ま
す
。

【
四
季
の
花
々
展
（
３
日
�
〜
７
日
�
）】

「
夏
木
立
」
を
テ
ー
マ
に
市
文
化
協
会
華
道
部
の

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

□問
社
会
教
育
課
�
50
―

６
１
０
６

市民ギャラリー 
今月の展示 今月の展示 

資
格
・
求
人

映
画
・
公
演

７／26� お化け屋敷

７／28�
子ども夏まつり
人形劇のつどい

★
人
形
劇
の
つ
ど
い

▽
日
時
＝
７
月
５
日
�
15
時
〜

16
時
▽
場
所
＝
北
部
公
民
館
▽
内

容
＝
「
泣
い
た
赤
お
に
」
ほ
か
▽

出
演
＝
人
形
劇
団
タ
ッ
プ

□問
中
央
図
書
館
�
59
―

４
６
４

６
市
音
楽
家
協
会
第
４
回
定
期
演

奏
会
「
歌
曲
の
夕
べ
」（
市
教
委
後

援
）
＝
７
月
15
日
�
15
時
30
分

（
開
場
）
〜
、
さ
わ
や
か
ち
ば
県
民

プ
ラ
ザ
（
柏
市
）。
入
場
料
２
０
０

０
円
□問
熊
坂
�
58
―

０
２
３
８

平
和
の
た
め
の
沖
縄
・
マ
ブ
イ

フ
ェ
ス
タ
（
マ
ブ
イ
上
映
を
成
功

さ
せ
る
常
磐
線
の
会
主
催
・
市
教

委
後
援
）
＝
７
月
２
日
�
10
時

（
開
場
）
〜
、
南
流
山
セ
ン
タ
ー
。

「
ガ
マ
・
月
桃
の
花
」「
マ
ブ
イ
」

上
映
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
ほ
か
。

入
場
料
大
人
１
７
０
０
円
、
高
校

生
以
下
１
０
０
０
円
（
前
売
割
引

あ
り
）
□問
鈴
木
�
58
―

２
１
１
２

大
会
・
試
合

吟
詠
大
会
（
市
文
化
協
会
詩
吟

部
主
催
）
＝
７
月
９
日
�
９
時
30

分
〜
15
時
、
初
石
公
民
館
。
入
場

無
料
□問
海
藤
�
52
―

４
５
２
５

第
17
回
市
オ
ー
プ
ン
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
大
会
＝
７
月
29
日
�
・
30
日

�
、
市
庭
球
場
。
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
ク
ラ
ブ
の
方
対
象
。
参
加

費
１
チ
ー
ム
２
０
０
０
円
□問
山
下

�
52
―

６
６
９
８

東
葛
中
部
地
区
総
合
開
発
事
務

組
合
職
員
の
募
集

▽
採
用
職
種
／
採
用
予
定
者

数
＝
生
活
指
導
員
※
知
的
障
害
者

更
生
施
設
で
の
生
活
指
導
等
／
３

人
程
度
▽
受
験
資
格
＝
昭
和
49
年

４
月
２
日
以
後
に
生
ま
れ
た
者
①

短
大
卒
（
見
込
み
）
以
上
で
社
会

福
祉
、
心
理
学
、
教
育
学
、
社
会

学
の
各
学
科
を
専
攻
し
た
者
②
専

修
学
校
卒
（
見
込
み
）
で
社
会
福

祉
に
関
す
る
学
科
を
専
攻
し
た
者

③
高
卒
以
上
で
２
年
以
上
知
的
障

害
者
の
福
祉
に
関
す
る
事
業
に
従

事
し
た
者
▽
受
け
付
け
＝
７
月
３

日
�
〜
31
日
�
９
時
〜
17
時

（
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
）
▽
受

験
手
続
き
＝
組
合
所
定
の
受
験
申

込
書
（
事
務
組
合
事
務
所
で
配
布
）

に
写
真
（
４
㎝
×
３
㎝
）
２
枚
、

受
験
資
格
に
か
か
る
卒
業
（
見
込

み
）
証
明
書
１
通
、
成
績
証
明
書

１
通
を
添
え
、
同
組
合
へ
本
人
が

直
接
持
参
▽
試
験
日
時
＝
８
月
５

日
�
９
時
30
分
〜
12
時
30
分
（
第

１
次
試
験
）
※
第
２
・
３
次
試
験

の
案
内
は
第
１
・
２
次
試
験
の
合

格
者
あ
て
に
通
知
▽
試
験
会
場
＝

柏
市
役
所

□問
同
組
合
総
務
課
�
64
―

５
２

５
１自

衛
官
等
の
募
集

▽
募
集
種
目
／
応
募
資
格
＝
①

航
空
学
生
／
高
卒
（
見
込
み
）
の

21
歳
未
満
の
者
②
看
護
学
生
／
高

卒
（
見
込
み
）
の
22
歳
未
満
の
女

子
③
一
般
曹
候
補
学
生
／
18
歳
以

上
24
歳
未
満
の
者
④
曹
候
補
士
／

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者
⑤
２
等

陸
海
空
士
／
18
歳
以
上
27
歳
未
満

の
者
▽
受
け
付
け
＝
①
③
④
８
月

７
日
�
〜
９
月
８
日
�
、
②
９
月

14
日
�
〜
10
月
13
日
�
、
⑤
通
年

※
試
験
日
等
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

を
□問
柏
募
集
案
内
所
�
63
―

６
８

８
４平

成
12
年
度
毒
物
劇
物
取
扱
者

試
験▽

試
験
の
種
類
＝
①
一
般
毒
物

劇
物
取
扱
者
試
験
②
農
業
用
品
目

毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験
③
特
定
品

目
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験
④
特
定

品
目
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験
（
内

燃
機
関
用
メ
タ
ノ
ー
ル
に
限
る
）

▽
試
験
日
＝
８
月
１
日
�
▽
場

所
＝
千
葉
工
業
大
学
津
田
沼
校
舎

（
習
志
野
市
）
▽
願
書
受
け
付
け
＝

７
月
11
日
�
・
12
日
�
９
時
30
分

〜
11
時
30
分
、
13
時
30
分
〜
16
時

に
直
接
県
庁
へ
持
参
▽
受
験
手
数

料
＝
１
０
５
０
０
円

□問
県
薬
務
課
�
０
４
３
―

２
２

３
―

２
６
１
４

平
成
12
年
度
介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

▽
試
験
日
＝
11
月
12
日
�
▽
受

験
案
内
書
配
布
期
間
／
配
布
場

所
＝
７
月
３
日
�
〜
８
月
４
日

�
／
東
葛
飾
支
庁
社
会
福
祉
課
お

よ
び
県
保
険
指
導
課

□問
県
保
険
指
導
課
�
０
４
３
―

２
２
３
―

２
３
８
７

県
立
養
護
学
校
流
山
高
等
学
園

の
職
業
実
習
製
品
販
売
会

▽
日
時
＝
７
月
14
日
�
11
時
〜

15
時
▽
場
所
＝
柏
駅
東
口
ス
カ
イ

プ
ラ
ザ
２
階
▽
販
売
製
品
＝
縫
製

品
（
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
、
ペ
ン
ケ
ー

ス
等
）、
手
織
・
染
め
物
製
品
、
陶

磁
器
、
農
産
物
な
ど

□問
県
立
養
護
学
校
流
山
高
等
学

園
�
48
―

０
２
０
０

県
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

▽
募
集
期
間
＝
７
月
１
日
�
〜

15
日
�
▽
申
込
資
格
＝
①
申
込
者

が
日
本
国
籍
の
方
、
ま
た
は
外
国

人
で
在
留
資
格
が
永
住
者
お
よ
び

日
本
人
の
配
偶
者
等
の
方
②
同
居

親
族
の
あ
る
方
③
住
宅
に
困
窮
し

て
い
る
方
④
千
葉
県
内
に
住
民
登

録
を
し
、
居
住
し
て
い
る
方
⑤
基

準
を
満
た
す
連
帯
保
証
人
が
い
る

方
⑥
収
入
基
準
に
適
合
し
て
い
る

方
※
①
〜
⑥
す
べ
て
に
該
当
す
る

方
▽
募
集
案
内
＝
「
県
営
住
宅
空

家
入
居
募
集
案
内
」
を
市
都
市
計

画
課
窓
口
で
配
布
※
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
を

□問
県
ま
ち
づ
く
り
公
社
�
０
４

３
―

２
２
２
―

９
１
８
２

フ
ァ
イ
バ
ー
リ
サ
イ
ク
ル

貧
困
の
た
め
学
校
に
行
け
な
い

パ
キ
ス
タ
ン
の
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
設
立
さ
れ
た
ス
ラ
ム
の
学
校

「
ア
ル
ー
カ
イ
ー
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
」

を
支
援
す
る
た
め
、
家
庭
で
不
要

に
な
っ
た
衣
類
等
（
繊
維
製
品
）

を
回
収
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

で
す
。

▽
回
収
日
時
＝
７
月
19
日
�
、

10
月
11
日
�
、
１
月
24
日
�
そ
れ

ぞ
れ
午
前
９
時
ま
で
▽
回
収
場

所
＝
市
内
４
か
所
※
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
を

□問
フ
ァ
イ
バ
ー
リ
サ
イ
ク
ル
流

山
・
吉
田
�
59
―

５
３
２
８

「
夏
休
み
」
親
子
の
た
め
の
イ

ベ
ン
ト

【
夏
休
み
動
く
親
子
物
価
教
室
】

▽
日
時
＝
８
月
18
日
�
９
時
〜

16
時
▽
集
合
場
所
＝
Ｊ
Ｒ
千
葉
駅

前
▽
内
容
＝
全
国
農
協
直
販
�
総

合
基
幹
工
場
、
新
東
京
国
際
空
港

の
見
学
※
バ
ス
移
動
▽
対
象
／
定

員
＝
小
学
４
〜
６
年
生
と
そ
の
保

護
者
／
20
組
40
人
程
度
（
多
数
抽

選
）
▽
参
加
費
＝
無
料
※
昼
食
付

き
▽
申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に

「
夏
休
み
動
く
親
子
物
価
教
室
参
加

希
望
」、
小
学
生
の
氏
名
、
性
別
、

学
年
、
保
護
者
の
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
続
柄
、
電
話

番
号
（
返
信
用
に
も
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
）
を
明
記
し
、
８
月

１
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
６
０

―

８
６
６
７
県
庁
県
民
生
活
課
消

費
者
行
政
班
へ
※
ハ
ガ
キ
は
１
組

に
つ
き
１
枚
。
重
複
申
し
込
み
は

不
可□問

同
県
民
生
活
課
�
０
４
３
―

２
２
３
―

２
２
９
６

【
夏
休
み
親
と
子
の
手
賀
沼
船

上
学
習
会
】

▽
日
時
＝
８
月
19
日
�
（
第
１

回
）、
８
月
20
日
�
（
第
２
回
）
い

ず
れ
も
10
時
〜
15
時
▽
場
所
＝
手

賀
沼
親
水
広
場
（
我
孫
子
市
）
▽

内
容
＝
遊
覧
船
に
乗
り
手
賀
沼
の

自
然
や
水
質
の
観
察
（
第
１
・
２

回
共
通
）、
牛
乳
パ
ッ
ク
か
ら
の
ハ

ガ
キ
作
り
ほ
か
（
第
１
回
）、
廃
食

油
か
ら
の
石
け
ん
づ
く
り
ほ
か

（
第
２
回
）
▽
対
象
／
定
員
＝
小
学

４
年
生
〜
中
学
３
年
生
と
そ
の
保

護
者
／
各
30
人
15
組
（
多
数
抽
選
）

▽
参
加
費
＝
無
料
※
弁
当
持
参
▽

申
し
込
み
＝
電
話
で
７
月
７
日

（
３
日
を
除
く
）
ま
で
に
県
手
賀
沼

親
水
広
場
へ
※
２
回
の
う
ち
ど
ち

ら
か
一
方
の
み
申
し
込
み

□問
県
手
賀
沼
親
水
広
場
�
84
―

０
５
５
５

【
夏
休
み
親
子
見
学
会
〜
電
気

ま
る
ご
と
探
偵
団
〜
】

▽
日
時
＝
８
月
９
日
�
〜
10
日

�
（
１
泊
２
日
）
▽
集
合
場
所
＝

東
京
電
力
柏
営
業
所
前
（
柏
市
）

▽
内
容
＝
福
島
県
の
原
子
力
発
電

所
、
Ｊ
―

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
（
サ
ッ
カ

ー
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
）
等
の
見
学
▽
対
象
／

定
員
＝
小
学
４
年
生
〜
高
校
生
と

そ
の
親
／
20
組
40
人
（
多
数
抽
選
）

▽
参
加
費
＝
大
人
５
０
０
０
円
、

子
ど
も
３
０
０
０
円
▽
申
し
込

み
＝
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
職
業
、
子
ど
も

の
氏
名
（
年
齢
）
を
明
記
し
、
７

月
25
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７

７
―

８
５
６
０
柏
市
新
柏
１
―

13
―

２
東
京
電
力
�
柏
営
業
所
「
夏
休

み
親
子
見
学
会
」
係
へ
※
当
選
者

の
み
招
待
状
を
発
送

□問
東
京
電
力
�
柏
営
業
所
�
62

―

１
３
０
１

放
送
大
学
の
学
生
募
集

▽
募
集
学
生
＝
①
全
科
履
修
生

②
選
科
履
修
生
③
科
目
履
修
生
▽

出
願
受
け
付
け
＝
８
月
15
日
ま
で

▽
授
業
料
＝
１
単
位
４
５
０
０
円

※
入
学
金
別
途
▽
入
学
資
格
＝
①

は
18
歳
以
上
②
③
は
15
歳
以
上
※

資
料
請
求
な
ど
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
を□問

放
送
大
学
東
京
第
三
学
習
セ

ン
タ
ー
�
０
３
―

３
６
０
５
―

２
６

６
１サ

ン
ガ
の
会
（
ヨ
ー
ガ
）
＝
①

毎
週
木
曜
19
時
〜
20
時
30
分
、
初

石
公
民
館
②
毎
週
金
曜
10
時
20
分

〜
11
時
50
分
、
江
戸
川
台
老
友
ク

ラ
ブ
（
い
こ
い
の
家
）。
い
ず
れ
も

月
会
費
３
０
０
０
円
□問
松
久
�
52

―

０
４
１
７

流
山
市
空
手
道
教
室
＝
毎
週

水
・
土
曜
19
時
〜
21
時
、
流
山
小

第21回流山市展
芸術作品を一挙に展示
毎回大好評の「第21回流山市展」が

今月11日から23日まで文化会館で開か

れます。

この「市展」は、市内の美術家や美

術愛好家に発表の場を提供し、芸術の

振興を図ろうと市美術家協会が市民か

ら作品を募集して開かれるものです。

この機会に、ぜひ、ご鑑賞ください。

▽期間＝７月11日�～23日�（17日・

20日を除く）▽時間＝９時～16時30分

（23日は14時まで）▽場所＝文化会館▽

内容＝洋画、日本画、彫刻などを展示

□問市美術家協会事務局・國貞�52－

１２９６

市
商
店
会
連
合
会
加
盟
の
商
店

会
で
は
、
中
元
売
り
出
し
を
行
い

ま
す
。

※
①
売
り
出
し
日
②
抽
選
日
③

賞
品
、
催
し

【
江
戸
川
台
学
園
通
り
昭
和
会
】

①
７
月
１
日
�
〜
③
買
い
物
券
ま

た
は
ド
リ
ン
ク
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
賞

品
が
な
く
な
り
次
第
終
了
）

【
富
士
見
台
小
田
急
ハ
イ
ツ
商

店
会
】
①
７
月
１
日
�
〜
20
日
�

②
７
月
20
日
�
③
賞
品
多
数

【
松
ケ
丘
商
店
会
】
①
７
月
５

日
�
〜
７
日
�
②
７
月
７
日
�
③

買
い
物
券
ほ
か

【
江
戸
川
台
駅
前
商
店
街
振
興

組
合
】
①
７
月
１
日
�
〜
９
日
�

②
７
月
８
日
�
・
９
日
�
③
現
金

つ
か
み
取
り
ほ
か

【
電
話
局
通
り
日
栄
会
】
①
７

月
14
日
�
〜
23
日
�
②
７
月
22
日

�
・
23
日
�
③
自
転
車
ほ
か
多
数

□問
市
商
工
会
�
58
―

６
１
１
１

【
流
山
食
肉
組
合
】
①
７
月
１

日
�
〜
３
日
�
③
国
産
牛
豚
鳥
肉

の
特
売

□問
苅
谷
�
45
―

４
５
５
８

中
元
売
り
出
し

中
元
売
り
出
し 

中
元
売
り
出
し 

7月の家庭教育講座
★どなたでも､どの会場でも､お気軽に参加できます｡申し込みは各公民館･センターへ★

日時／会場、申し込み先電話番号 課題・内容 講　　師

７月４日�

10：00～12：00

文化会館 �58－3462

７月14日�

10：00～12：00

北部公民館 �53－0567

７月７日�

10：00～12：00

東部公民館 �44－2988

７月７日�

10：00～12：00

初石公民館 �54－9101

７月12日�

10：00～12：00

南流山センター �59－4511

�いまどきの中学生�とどう向き

あうか～子どもの将来を一緒に

考えよう～

南部中学校校長

鈴木 昭夫

魅力あるお母さん～自分の輝き

と子どもの個性～

海外生活カウンセラー

福永佳津子

暴力ってなに?～子どもが暴力

から自分を守るための教育プロ

グラム～

CAP今日和代表

竹内由紀子

健康な身体をつくろう～若さを

保つ親になるための体操､頭が

良くなる運動～

YMFC江戸川台

健康体育教室主宰

松本 義博

さわやか性教育～おとうさん､お

かあさんへのメッセージ～

「人間と性」教育研究協議会

代表幹事、一橋大学講師

村瀬 幸浩

ww

会
員
募
集

食
肉
組
合
の売

り
出
し

体
育
館
。
入
会
金
２
０
０
０
円
、

月
会
費
３
０
０
０
円
□問
野
口
�
58

―

３
２
２
７
（
20
時
〜
）

焦
鉄
軍
気
功
＝
毎
週
日
曜
10
時

30
分
〜
11
時
30
分
、
主
に
赤
城
福

祉
会
館
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、

月
会
費
２
０
０
０
円
□問
河
村
�
59

―

０
３
０
１

流
山
ダ
ン
ス
同
好
会
（
社
交
ダ

ン
ス
）
＝
毎
週
水
曜
①
13
時
30
分

〜
15
時
（
初
心
者
）
②
15
時
30
分

〜
17
時
（
経
験
者
）、
文
化
会
館
。

入
会
金
１
０
０
０
円
、
月
会
費
３

０
０
０
円
□問
北
島
�
55
―

３
７
６

３
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
サ
ー
ク
ル
・
Ｋ

Ｂ
Ｃ
（
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
）
＝
①
毎

週
木
曜
12
時
〜
13
時
30
分
②
毎
週

金
曜
10
時
30
分
〜
12
時
。
い
ず
れ

も
主
に
南
流
山
福
祉
会
館
。
入
会

金
１
０
０
０
円
、
月
会
費
２
０
０

０
円
□問
小
住
�
59
―

７
５
９
８

モ
キ
ハ
ナ
（
フ
ラ
ダ
ン
ス
）
＝

第
２
・
４
水
曜
13
時
30
分
〜
15

時
、
主
に
森
の
図
書
館
。
月
会
費

２
５
０
０
円
□問
河
合
�
53
―

３
６

７
４韻

の
会
（
詩
吟
）
＝
①
北
部
公

民
館
…
毎
週
水
曜
②
星
和
住
宅
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
…
毎
週
木
曜

③
主
に
平
和
台
福
祉
会
館
…
毎
週

金
曜
④
こ
う
の
す
台
自
治
会
館
…

毎
週
土
曜
。
い
ず
れ
も
13
時
30
分

〜
15
時
30
分
。
入
会
金
１
０
０
０

円
、
月
会
費
１
５
０
０
円
□問
蒲
生

�
52
―

５
８
７
３
（
17
時
〜
）
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「広報ながれやま」は再生紙を使用しています

地域の話題をおしえてください。
〒270－0192流山市役所秘書広報課
�50－6063

第3回関東ボーイズ大会（小学生硬式野球）が開かれ、
東京、千葉、埼玉、神奈川、茨城の1都4県から16チー
ムが出場し、熱い戦いが繰り広げられました。決勝は、千
葉県勢同士、流山クラブと船橋サンボーイズの試合とな
り、9対6で流山クラブが2年ぶりに見事優勝しました。
チームワークで勝ち取った栄冠を胸に、更なるステップア
ップを。

関
東
ボ
ー
イ
ズ
大
会
（
硬
式
野
球
）
で

見
事
優
勝
し
た
流
山
ク
ラ
ブ

市内施設見学会
初めて見る施設
に 興 味 津 々

夏の到来。水の恋しい季節となりました。きょ

うから、流山、東部、北部の３か所で、市民プー

ルがオープンします。市民プールでは25メートル

プールのほか、幼児用プールも備えています。

毎年、涼を求めて多くの市民で賑わいます。期

間は下表のとおりです。

□問社会体育課�59－１２１２

期間＝７月１日～９月３日

�１回目…10：00～11：30

�２回目…12：30～14：00

�３回目…14：30～16：00

�４回目…16：30～18：00

◎７月１日～７月19日の月～土曜、９

月１日・２日は�と�のみ

※７月27日、８月６日は流山市民プール

のみ閉鎖

九
回
目
を
迎
え
る
「
流
山
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
大
会
」
を
、
十
月
八
日

に
開
催
し
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
秋

を
満
喫
し
、
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
て
み
て
は
…
。
大
会
実

行
委
員
会
で
は
、
参
加
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

▽
日
時
＝
10
月
８
日
�
11
時

ス
タ
ー
ト
▽
コ
ー
ス
＝
総
合
運
動

公
園
周
回
（
10
キ
ロ
）
コ
ー
ス
▽

種
目
＝
①
一
般
男
子
②
一
般
女
子

③
40
歳
代
男
子
④
40
歳
代
女
子

⑤
50
歳
代
男
子
⑥
50
歳
以
上
女

子
⑦
60
歳
以
上
男
子
⑧
高
校
男
子

⑨
高
校
女
子
※
お
お
む
ね
70
分
で

完
走
で
き
る
方
▽
参
加
費
＝
３
０

０
０
円
▽
申
込
方
法
＝
総
合
体
育

館
、
各
公
民
館
に
置
い
て
あ
る
参

加
申
込
用
紙
（
郵
便
振
替
用
紙
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
参
加
費

を
添
え
て
８
月
21
日
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
郵
便
局
で
申
し
込
み
▽
賞

品
＝
各
種
目
６
位
ま
で
記
念
品
と

賞
状
（
参
加
者
全
員
に
Ｔ
シ
ャ
ツ
）

□問
社
会
体
育
課
�
59
―

１
２
１

２

仮装パレード参加者募集
市民まつりで大人気の「市民仮装パレード」の参加者を募集

します。ヒーロー・ヒロインになるチャンスです。友達や仲間

でウケをねらうも良し、会社やサークルのＰＲをするも良し。

入賞者にはすてきな賞品をご用意しています。もちろん家族で

の参加も大歓迎です。奮ってご応募ください。

▽テーマ＝「ヒ－ロ－・歴史モノ・流山」の中から選択▽出

場資格＝代表者が市内在住・在勤・在学者のいずれかであれば、

構成員などについては自由※小学生以下は引率者を必要とし、

未成年者は親の同意書が必要▽応募方法＝電話またはファック

スで申込書を請求し、必要事項を記入のうえ、〒２７０－０１

６４流山市流山２－３１２流山市商工会青年部市民仮装パレー

ド参加係へ

当地流山は新撰組局長「近藤勇」ゆかりの地です。そこで郷

土特集第１弾として、パレードのアトラクションで「近藤勇」

のそっくりさんを募集します。自薦他薦は問いません。どしど

しご応募を。入賞者には豪華賞品を差し上げます。

□問市商工会青年部・星山�58－６１１１ �58－６１１３

～近藤勇を捕まえろ～

晴
天
に
恵
ま
れ
た
六
月
二
十
二
日
、
市
内
施
設
見
学
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
、
生
活
に
密
着
し
た
市
内
の
施
設
を
市

民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
北

千
葉
浄
水
場
や
清
美
園
（
清
掃
事
務
所
）
な
ど
を
初
め
て
訪
れ
た

参
加
者
た
ち
は
、
真
剣
に
職
員
の
説
明
に
耳
を
傾
け
、
質
問
も
多

く
出
る
な
ど
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
見
学
会
で
し
た
。
今
後

も
親
子
施
設
見
学
会
な
ど
の
見
学
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

大盛況のガーデニング講習会
思 い 思 い の 寄 せ 植 え に

梅
雨
の
中
休
み
と
な
っ
た
六
月
二
十
日
、
緑
の
相
談
員
白
瀧
嘉
子
さ
ん

の
指
導
に
よ
る
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
習
会
が
文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

季
節
に
ち
な
ん
だ
モ
ミ
ジ
バ
ゼ
ラ
ニ
ウ
ム
や
ブ
ル
ー
ス
タ
ー
な
ど
珍
し
い

花
々
と
鉢
を
前
に
、
ど
ん
な
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
し
よ
う
か
と
、
思
い
思

い
の
様
子
の
参
加
者
。
講
習
会
は
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
、
寄
せ
植
え
の

鉢
を
大
事
そ
う
に
抱
え
帰
宅
し
ま
し
た
。

県

民

の

日

の

つ

ど

い

で

い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
に
挑
戦
！！　

6月11日市内3会場で「県民の日みんなのスポーツのつ
どい（市教育委員会主催）」が開催されました。当日は、あ
いにくの雨にもかかわらず、子どもから大人まで多くの市
民の方が参加しました。ヘルスバレー、シャフルボードな
どさまざまな種目にトライし、各会場は梅雨をもはねのけ
てしまうほどの活気とパワーに満ちあふれていました。

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a

番外編

第22回 市民まつり
目
指
せ
ゴ
ー
ル
を
そ
の
足
で

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
に
参
加
を

きょうから
市民プールオープン


